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ＮＣ-6004 ナノプラチン® 
台湾政府⽴ち会いのもとに執り⾏われたライセンス契約調印式に関するお知らせ 

 
 

当社は、NC-6004（ナノプラチン®）に関し、2012 年 10 月 1 日付で覚書を締結しておりまし
た Orient Europharma Co., Ltd.（OEP 社：本社台湾）との間で、アジア地域を対象とする開発
及び販売権に加え、同社に全世界を対象とする非独占製造権を付与する新たなライセンス契約の
締結に合意し、本日、台湾政府(Taiwan FDA & IDB 等)の⽴ち会いのもとに同契約を正式に締結
致しましたので、お知らせいたします。 
 

台湾政府は、バイオ・医薬産業の国家レベルでの振興を目的に本年 8 月 31 日に新たな産業振
興のためのガイドラインを発表しており、このガイドラインをもとに、台湾⾷品薬物管理局
（TFDA: Taiwan Food and Drug Administration）および 経済部工業局（IDB: Industrial 
Development Bureau, Ministry of Economic Affairs）などは、台湾の国内企業が新薬の研究開
発を⾏う場合に、医薬品の早期承認取得や薬価の優遇をはじめ、様々な規制をできる限り緩和す
るととともに、援助策を講じる方針を打ち出しています。今回、両社が締結したライセンス契約
の内容は、本振興・援助策の適用を受ける基準を満たしており、NC-6004 の開発・承認の迅速化、
早期化の促進に大きく貢献するものと期待しています。OEP 社は、今回の新たなライセンス契約
の締結を踏まえ、将来、製造⼦会社を台湾国内に設⽴することになっておりますが、これも本ガ
イドラインによる振興策に則したものであり、当社も、将来、計画が明らかになった段階でその
製造⼦会社に出資することにしております。 
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            左：中冨⼀郎社⻑  中：Dr. Hu 考試院委員   右：Peter Tsai 社⻑ 
       



2 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TFDA 局⻑ Dr. Jaw-Jou Kang 氏（右端）らと⼀緒に 
 
 
本日の正式契約は、台湾の⾏政院科技會報辦公室（Office of Science and Technology, 

Executive Yuan）の江次官、TFDA の康局⻑及び IDB の呂副局⻑の列席のもとに⾏われ、「両社
の新たなライセンス契約締結が、今後の両国間で共同して新薬開発を進めていくうえでの新しい
成功モデルを提供するものと位置づけられる」との評価を得ております。 

 
本契約は、当社最重要パイプラインの１つに位置づけている NC-6004 の臨床試験実施を加速

化するだけでなく、今後、持続的な成⻑が期待できるアジア市場で、NC-6004 を含め早期申請・
承認を進め、同市場での事業拡大を目指すナノキャリアの事業戦略の重要な支柱の⼀つになるも
のと考えております。また、今回の契約は、革新的な新薬開発を進め、ＮＣ-6004 の製造・販売
によりアジア地域における事業拡大を目指す OEP 社の戦略と上記当社の戦略が合致したもので
あり、将来に向けて、これまで構築してきたアジア地域における両社の戦略的な関係を、さらに
強化するものになると考えております。 
 
 
『友華生技医薬股有限公司：Orient EuroPharma Co.,Ltd.』 
 OEP(4120 TT), OP(4166 TT)という二つの台湾の上場企業を中心とし、台湾、香港、中国、
アセアン（シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、ベトナム等）に開発・販売・製造
拠点を持つ、台湾・ASEAN 諸国を代表するリージョナルファーマ。同グループ代表の Peter Tsai
氏は、米国アップジョン(現ファイザー)、エランを経て 1982 年にＯＥＰ創業。2008 年から台湾
製薬業協会の会⻑を務めている。グループ従業員は約 800 名。 
 
 

以上 


